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書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2020 年  度 事 業 報 告 書

V

幽塑饉 利ヨ皿型二塑型ヒ

三二塁塑 堡
昨年度は早々からコロナ禍の下で、従来研究会活動、ワークショップの活動、そして社員総会の拠点会場であった大学の

教室が使用できなくなり、一年の活動を危ぶむ声も大きかったが、すでに会議での遠隔会議システムの活用に向けた定款

変更を終えて、専用の softttre契約を済ませていたことが幸いして、定期化している数学の学理的・啓発的研究会『 TECUM

数理教育セミナー』をオンライン開催に切替えて従来と同様 3ヵ 月おきに年に4回 (5月 、8月 、 11月 、2月 )開催す

ることができた。また、講演資料としても活用される TECUMの研究機関誌『数理教育のロゴスとプラクシス』を会場に集

合することのできない一般会員には無料頒布し、その他の市民の方にもご希望により実費頒布した。

そのような新しい形式のため、研究会は、一般会員を中心に、全国の意欲的な市民の参加を得て、活動の範囲が事前の予

想とは反対に拡大することができた。研究成果の発表は Internetを介して同時中継した他,個人情報保護を念頭に可能

な限りで on demndの動画配信も試行した。
「教員のためのワークショップ」は、上記の理由で開催を断念せざるを得なかったため、オンラインでのミニワークショ

ップを 11月 下旬のオリエンテーションを除き 12月 から2月 にかけて 12回予定で開催した。開催規模が小さかったため参

加者には好評で、終了後も lヵ 月延長することになった。学校の授業にあきたらずに不登校を決心し断行している中学2

年生が、現場教員、大学院生に混じって参加 したことに地味な活動の意味を改めて発見した。

学校支援事業に関しては,茨城県にある私立中高一貫校との共同プロジェクとして21世紀型の新しい人材育成コースの

設計に参加し、数学を中心に全主要教科で、国際的な水準を凌駕する真に独創的で理解力と発信力を兼ね備えた若手人材

の育成のための教育理念、教育スタイル、教育方法、コース基本設計・詳細設計、教育教材開発、学習者学習支援方法、

評価方法など多岐に渡るア ドバイスを行ない、2021年度から成果をあげつつある。

顕彰事業に関しては、顕彰会場の確保ができないことなどから2020年度は執行名誉会員の御了承の下に理事会で断念を

決断した。予算は翌年度に持ち越して実施を諦めないつもりである。

2」壺整⊇墜塾菫塑:塁:L登壺:ヨ:1

1 特定非営利活動に係る事業 の 530

(1)数学教育の現状を打開するた

めの学理と実践を総合する研究集

会の企画・組織 。運営と、その成

果の編集・製作・出版事業。

(2)現場教員の抱える問題を国際

的な学理的視野でとらえ返す研修

の機会を提供するための、国内、

国際ワークショップの企画・組

織・運営と、そのための資料の編

集・製作・出版事業。

従事者

人数

受益

対象者

範囲

受益

対象者

人数

事業費

(千円)

定款に記載された

事業名
事業内容 日時 場所

一般会員を

含む首都圏
の教員、市

民

延 110 185

TКШ 定例数理教

育セミナー『数理

教育のロゴスとプ

ラクシス』

2020/5/17

2020/8/9

2020/11/8

2021/2/14

Z00M

一般会員を

含む首都圏
の教員、市

民

免〔:255 126
TECUM

Mini Workshop

2020/11/19

から

2021/3/25

まで

17回

Z00M

年 間

Z00M

中高一貫

校

一般会員を

含む首都圏

の教員、市

民

受重‐300
219

(3)数学教育の現状の抱える諸問

題、特に数学の学習を放棄しやす

い学習者の存在を克服するための

数学教育の近未来の可能性につい

ての教育現場への提言、支援事業。

《教育現場に密着》

して 《実用的な》数

学教育の情報の 《確

実な共有》を目指す

4)数学教育に関して著しく優れ

ヒ功績を残した者に対する顕彰事

業。
実施せず



書式第 13号 (法第 28条関係)

2020年度 活動計算書 (その他事業が」」と場合)

事 業 報 告 用

単 位 :円

rTTT丁
「

T¬11

謝金

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

支払手数料

_‐ 地代家賃

67,

10,

0:

0:

8,000:

】 饉 颯 外 肛
=

固定資産売却益

過年度損益修正益

災害損失



書式第 15号 (法第 28条関係)

2020年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 TECU‖

:  ・.:'・ II・ ::■■

:日:口由 1二 :二 |=二

=二 ===二

|■

=二
由 ニ ロ iロロ ロ ニ ロ ロ:

2,307,563

33,900

67,240

の

現金預金

)

‐
長期貸付金

(3)
敷金

前払金
.未

収金

ソフトウェア

借地権

車両運搬具

什器備品

r― _:.■

2,408,703【A】 資 産 合 計 ①+②

， 一
‐

０
〉

υ^

0

69,500
未払金

前受金

【B―

長期借入金

退職給付引当金

69,5〔〕D

1,768,413

570,790

2.3`30.203正 味 財 産 合 計

2,408,703【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

科 目 金  額 小計・合計



2020年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 IECu_H
重要な会計方針

計算書類の作成は、PO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 NPO法 人会計基準協議会)

によっています。
(1)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

の

その他

事業費と管理費の按分方法 :通信運搬費Z00Mについて使用時間で按分

つ
“

3

数学教育の現状を

打開するための学

理と実践を総合す

る研究集会の企

画・組織・運営

と、その成果の編

集・製作 。出版事

業

現場教員の抱える

問題を国際的な学

理的視野でとらえ

返す研修の機会を

提供するための、

国内、国際ワーク

ショップの企画・

組織 。運営と、そ

のための資料の編

集・製作 。出版事

業

数学教育の現状の

抱える諸問題、特

に数学の学習を放

棄しやすい学習者

の存在を克服する

ための数学教育の

近未来の可能性に

ついての教育現場
への提言、支援事

業。

数学教育に関して

著しく優れた功績

を残した者に対す

る顕彰事業

事業部門計 管理部門 合計科 目

965,000

109,500

0

332,950

5,015

37,950 195,000 ｎ
Ｖ
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ｎ
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ｎ
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Ａ
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120,000

5,323

ｎ
ｖ

り
一

Ａ

ｖ

11,595

207,430

122,000

150,392

0

0

0

46,737

209,801

620

0

7,590

0

0

8,000

115,195

67,780

3,560

110,000

122,000

157,982

0

0

8,000

161,932

277,581

4,180

110,000

2,000

150,392

0

0

0

29,819

2,371

219,025 ｎ

ｖ 529,550 312,125 841,675184,582 125,943

841.675184,582 125,943 219,025 ｎ

ｖ 529,550 312,125

-119,025 ｎ

ｖ
-196,600 767,390 570,790-146,632 69,057

I 経常収益
1・ 受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益

経常収益計

Ⅱ 経常費用

(1)人件費

人件費計
(2)その他経費

謝金

印刷製本費

会議費

広告宣伝費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

支払手数料

地代家賃

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額



書式第 17号 (法第 28条関係)

2020年度 財産目録

事 業 報 告 用

当 締 ・ 国

円 日 ●  錮 ′Iヽ    1「 合  計

62,313

1,842,279

402,971

2,307,563

17,424

16,476

33,900

.什器備品

ソフトウェア

現金預金

借地権

敷金

手元現金

ゆうちょ銀行 (法人)

みずほ銀行

会計ソフ ト利用科4月 ～11月

Z00M利用卜H月 ～12月

未収金

一般会員会費 (海外在住)2名
Paypal

10,000

57,240

67,240

曇
ｏ

【A】 資 産 合 計 ①+② 2,408,703

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 60,501

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ―【B-1】 2,330,203

24,000

38,000

7,500

69,500前受金
2021年度 一般会員受取会費
2021年度 賛助会員受取会費
2022年度 賛助会員受取会費

再再:
.T,~

廿ヤ■Ⅲ :事甲:



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2020年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定」卜嗜」碁
'1,舌

]助法“人、TECUM

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

′以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

′各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1 ‐ ・監事

ナガオカリョウスケ 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年  月  日

年  月  日長岡 亮介

2 〇 ・監事

ヤタベ アツオ 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年  月  日

年 月 □谷田部 篤雄

3 0。 監事

マツナミ ソウシ 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年 月

月

日

日年松並 奏史

4 0。 監事

イマイ ケイコ 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年  月  日

年  月  日今井 桂子

Ｅ
０ 理事 。

c
ナガイ アヤマサ 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年  月  日

年 月 日永井 ネL正

′
０ 理事・0

カメイ テツジロ 2020年 4月 1日

202p甲:3月 31日

年  月  日

年  月  日亀井 哲治郎

7 理事・0

ムナカタ ケンジ 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年  月  日

年  月  日宗像 健之

０
０ 理事・監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

Ｏ

ν 理事・ 監事

年  月  日

年 月 日

年  月  日

年  月  日

10 理事 。監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
2021年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人TECUM

氏   名

1 長 岡 亮 介

2 藤 田 宏

3 雲 幸 一 郎

4 松 並 奏 史

5 米 谷 達 也

6 宗 像 健 之

7 藤 田 景 子

8 亀 井 哲 治 郎

9 永 井 ネL 正

10 谷 田 部 篤 雄

11 野 口 千 明

12 波 羅 典 子




